




































第 H 号 （ 1 985)
大川 爵 ： ある深層の 物絡の読解 ー ムージ
ノレの『特性のない男』研究のための序説
金子 孝吉 ： リノレケの詩『偶像』lこついて
問 辺 玲 子 ： 関係世界の創 出 ー アネッテ ・
フォン ・ ，...ロステ ＝ ヒ ユIレスホフの詩人傑とそ
の世界
奥 臼 敏広 ： トーマス ・ 7ンの 『 モンタ ー ジュ技
法J について 一 小説形式のパロテ’ィー
第 Z 号 （ 1 986)
松村 朋彦 ： 心理学と小説のあいだ ー カ ー
Jレ ・ フ ィ リ ッ プ ・ モ ー リ ッ ツ 『 ア ン ト ン ・ ラ イ
ザー』とその周辺
大川 勇 ： 千年主闘を越えて ー ムー ジルの
『特性のない 男 』 に お ける {511］の状態〉 の行
方
加勝 丈hjt ： 『公子ホムブルク』について 一 死
の恐怖とその超越を中心に
奥 問 敏広 ： リオン ・ フォイヒトグァンガーの小説
『 成功』におけるヒトラー像について － 20 
年代の狂言のーっとして
第 3 号 （ 1 988)
加藤 丈雄 ： ハッピーエンドと悲劇 一 『公子ホ
ムブルク』の多義性について
兵顕 俊 樹 ： ヘルダー り ン の ‘ Wic wenn am 
Fciertage . . . ’ に現れるディオニュソスの形象
をめぐって
竹本 まや ： ト ー マ ス ・ マンの『すげかえ られた
首』試論
友 田 和秀 ： 『魔の 山』試論 ー 主人公ハンス ・
カストルプの形姿をめぐって
第 4 号 （ 1 990)
隊 関 係夫 ： 『グァレンシュタイン』試論 ー ネメ
シスの悲劇！の綴点から
千 田 容彦 ： フ ライダンクの『ベシャイデンハイ
ト』研究のため に 一 三つの《はざま》をて
がかり と して
宮 間 !JU；台 ： 覚醒へ向 けてのE夢想 一 『ハイン
リ ッヒ ・ フォン・オフターデインゲン』試論( I )
千 固 まや ： ト ー マス ・ マンの『フ ァウス ト ウ ス博
士J ー デューラーの機能 についての一考
案
斎藤 昌人 ： ーカフカ像 ー 『流刑地にて』をめ
ぐって
第 5 号 （ 1 99 1 )
背地 ｛白 水 ： ホーフマンスタールの『厄介な男』
における 「なおざり lこされた生J と 「達成され
た社会性j
谷 口 栄一 ： C. F. －＝＜イアーの『ユルク ・ イェナッ
チュ』について ー その 多義性に 関する一
考察
津田 保夫 ： 後期シラーの悲劇論に関する一考
察 ー 悲劇的恐怖の概念を 中心に
斎藤 昌 人 ： 閉ざされる世界
第 6 号 （ 1 993)
片桐 智明 ： ヨ ーゼフ ・ ロー トの『ラデッキ一行進
尚 』 － f比較j と 「繰 り 返 し j のモチーフを
めぐって
千 四 泰彦 ： デア ・ シュトリッカーの『閉じ込めら
れた女房』 に つ いて 一 物認の重層 構造
の 目 指すもの
搭 回 党 ： 自 然模倣鋭における真理媒介の携
造（I） ー レ ッ シング （詩学〉 に潜在する模
倣説の翰草Jl
背 地 伯 水 ： w . ヒルデスハ イ マ ー の 『 リ ー プ
ローゼ・ レゲンデン』におけるグロテスクなも
のについての一考窮
司 1 05 ・
第 7 号 （ 1 994)
飛鳥井 雅友 ： 『しばしばそれは絶望的な対話
なのですJ ー パウル ・ ツzラーンにおける
対話の概念をめぐって
吉 田 孝夫 ： 時間の渦 － R · M · !l1レケ『新傍
集』の数篇から
片桐 智 明 ： ヨーゼフ ・ ロートの『右と左』 ー ニ
つの方向
第 8 号 （ 1 995)
演中 春 ： シラーの『マリア ・ ストウアルト』 一 二
人の女王のドラマ
中村 直子 ： 分離動鈎の認定をめぐる諸問燭
飛鳥井 雅友 ： 神学の拒否と詩学 ー パウル ・
ツエラーンにおける神譲論の問Iii
第 9 号 （ 1 996)
中村 直子 ： 正替f去と分離動絢
演中 i(f. : シラーの『グィノレへJレム ・ テJレ』にお け
るスイスの風致
Jt 桐 智 明 ： ヨ ー ゼ フ ・ ロ ー ト
の
『 百 日 天
下』 ー ヨーゼフ ・ ロ ートのヲーテルロ ー
飛鳥井 雅友 ： rn1句は張り裂け』 ー ゴットフリー
ト ・ ペンの場合
第 10 号 （ 1 997)
液 中 選手 ： シラーの『越遥』 にお ける風弧－をめ
ぐって 一 風景の補償モデルとその矛盾
吉 悶 孝夫 ： ロ ーベルト ・ グアノレザー における寓
話性（ 1 ） 一 散文小品『通り （I) 』について
片桐 智 明 ： 物語の行方 ー ヨーゼフ ・ ロートの
『果てしない逃走』と『カプツイン派教会納骨
堂』をめぐって
第 11 号 ｛ 1 998)
吉 田 孝夫 ： ローベルト ・ グアJレザーにおける問
話性（2） ー 放務息子をめぐる二つの散文
小品について
片岡 1i:行 ： ドイツ語の与絡の分類について
図重 裕 ： クリスタ ・ ヴオJレフ『クPスタ ・ T への追
想』iこついて ー その諮りの構造
飛鳥井 雅友 ： ゴットフリ ート ・ ベンにおける ｛持
情的 自 我｝ 概念の霊場をめぐって
第 12 号 （ 1 999)
片 岡 宣行 ： ドイツ語の与格と空間補足絡につ
いて
吉 国 孝夫 ： ローベルト・ グアルザ｝の絵画描写
について ー エクブラシスの観点から
片桐 智 明 ： ハイミー ト ・ フォン・ ドーデラ一 四 十
歳の小説 － II'最後の雷除』、 騎士とドラゴ
ンの小説
KUNISHIGE Yutaka （ 図 鑑 裕 ） : Zwischcn 
Phantasicwelt und Wirklichkcit - Essay Uber・
Ilse Aichingcrs ”Die gr0Bcre Hoffnunピ
第 13-1号 （ 1 999)
KUNIEDA Naotakn （図校 尚隆） : Willle/111 Tell 
als llsthctischcs Pr吋ckt
吉 田 孝夫 ： ローベルト・ グアJレザー における遇
俗小説 とメノレへンの蒋揺に ついて 一 対
句法に関する試論
第 14 号 （2000)




佐 々 木 茂人 ： カ フ カ の 作 品 における飲のモ
ティ ーフ ー 『歌姫ヨゼフィーネ、 あるいは
ネズミ族』を中心に
感fil 裕 ： オース トリア小説に見る《家族ドラマ》
の変遷 － M.シュトレールグィッツ『誘感． 』
( 1 996) 
- 1 06 ・
第 15 号 （200 1 )
伊 藤 白 ： 『 プ デ ン プ ロ ー ク 家 の 人 々 』 試
論 ー 「市民と芸術家J の生み出す 四 つ の
類型から
池 田 晋也 ： アJレトウール ・ シュニッツラーの『 自
由 への道』 一 市民的なもの と芸術的なも
ののあいだを浮遊する生
川 島 降 ・ カブカの息子たち 一 短篇 f十一人
の息子」 読解
中原 香織 ： へ／レマン・ ヘッセの『シッダーノレタJ
について ー 葛藤の 不在がもたらす問題
をめぐっ て
羽叛 知恵 ： 日 常の fヒーローJ ー ハインリ ヒ ・
ベルの『道化師の；官見』について
� 1 6 号 （2002)
佐々 木 茂人 ： 東方ユダヤ 人賎民とプラハのユ
グヤ人 ー カフカの伝記研究のために
川 島 隆 ： 「 こ い つ は 途 方 も な い 偽 若手 者
だ」 ー カフカの中 国 ・ 中 国人像
図軍 総 ： ユーゴスラヴィア 内Ii貨をめぐる西欧知
殺人の応国ii ー ベーター ・ ハン トケ『冬の
旅�＇こ対する議論を中心に
銭 円 号 （2003)
池 田 晋也 ： 拙かれた劇場 ー シュニッツラー
の短筑『｛実爵様御臨席』
DI-ff；告 白 ： ゼゼミ ・ ヴァイヒプロー ト ー 『プデン
プ ロ ｝ク霊長の 人 々 』にお ける女性像とキリス
ト教
) I I 島 ｜；会 ： ユダヤ人と 中 国人 ー カフカにおけ
る人種と性愛をめぐって
武 田 良材 ： ク ラ ウ ス ・ マ ンの『メフ ィ ス ト』 ー
ドイツ反ファシズム運動の失敗の反映として
第 18 号 （2004)
府Jl l 智 貨 ： 主語の文体論 ー クライストの『決
間』を中 ，むにして
熊 谷 哲哉 ： 言葉をめ ぐるたたかい ー シュ
レーパーと雑音の世界
ASAI Maha （ 浅 井 麻帆） ： Sehen im WO尻町・
verbindungsr・百um b巴i Rainer Maria 
Rilke - Einc Wandlung vom Sehcn hin 
zur Rose 
川 島 隆 ： 『万里の長城』における 「男性j と f労
｛動j の｛立怪 ー カ フ カ の シオニズム理解を
手がかりに
伊藤 自 ： 白 いドレスのロッテ ー 卜ーマス ・ 7
ン『ワイマールのロッテ』における女性像
武· m 良材 ： 道徳的な女たらし ー ヘノレマン・
ケステン文学のモラリスト像
閥 重 裕 ： 現 代 文 学 は f 歴 史 J を 結 り う る
か ？ - Katrin Askan ( 1 966～ ）に見る DOR
文学の現在
：与野 ・ 文献紹介
第 1 9 号 （2005)
青 木 三 陽 ： 手紙を 密 く 騎 士 一 『パルツィ
グァーノレ』にお ける 『 学総J と f 諜物」 の窓味
について
樋 口 梨 々 子 ： 文学創作への萌芽と しての音
楽 築 学 － E.T.A‘ ホ フ マ ン の 短 縮 『 ド ン ・
ファン』試論
寺井 紘子 ： ホーフマンスター／レ文学における
生 と絵図
浅井 麻帆 ： ウィーン分隊派館とヨーゼプ ・ マリ
ア イソレプリ ヒ 一 時代と分離派が求めた合
目 的性
熊谷 哲哉 ： 結び 目 と しての神経 ー シュレー
ノ〈｝ における字宙と身体
池 田 あいの ： 手紙論としての手紙 ー カ フカ
の恋文をめぐって
伊藤 自 ： ショー シヤ夫人は美 しいか ー トー
マス・ 7ンr路の 山』における女性像と 「東」
池 田 晋 也 ： ジ ャ ズ ア レ ン ジ さ れる ヨ ー ロ ツ
パ ー ハンス ・ ヤノヴィッツの小説『ジャズ』
武 田 良材 ： モラリス ト八の成長 ー へ／レマン ・
ケステン文学のモラリスト像 そのこ
:;t,t評 ・ 文献紹介
- 1 07 -
第 20 号 （2006)
青 木 三 ｜湯 ： 歴 史 と フ ィ ク シ ョ ン の 狭 間
で ー グ＊·ノレフラムの 「原典言及J をめくeって
極 口 梨 々 子 ： E.T.A.ホフマンの『新 旧 の 教会
音楽』 ー 『 ロ マン主義 的なものj との関連
において
伊藤 白 ： フ ロイライン ・ エンゲ／レハfレト ー トー
マス ・ 7ン『�の 山』における女性像と 「 向性
愛J
!Pl川 香織 ： ハリー ・ ハラーの痛む足 ー へル
マン・ へツセ の『荒野のおおかみ』における
身体について
池 田 晋 也 ： 文 学 的 ジ ャ ズ 表 象 の 諸 形
態 ー ブルー ノ ・ フ ラ ン ク と フ ェ ー リ ク ス ・
デーノレマン
武 田 良材 ： モラリス トの革命性 ー へ／レマン・
ケステン文学のモラリスト像 その三
i!fil�＇ . 文献紹介
第 21 号 （2007)
青年井 紘子 ： 芸 術 と芸術家 ー ホ ーフ マンス
タ－）レとリJレケの場合
Jti 川 香 織 ： 叶 え ら れた 君ll 忽 と 失 わ れ た 身
体 ー ヘッセ文学のiii.a換��l にお ける f顔j
のモティーフ について
永畑 紗織 ： ヨハネス ・ ボブロフスキー における
閣と光 一 『ねずみのおまつり』を中心に
グェレーナ ・ ノレッチュマン （J 1 1  /ii 隆 訳） ： たくまし
い 少 女た ち 、 繊細 な少年た ち ー ヨ ハ ン
ナ ・ シュピーリの児童文学作品 について
諮評 ・ 文献紹介
第 22 号 （2008)
土屋 京子 ： プロメテウスの火と E工A.ホフマン
の『G町のジェズイット教会』
藤原 美沙 ： 子ども へ 向 ける視線 ー アイヒェ
ンドノレフの 2 �議の詩より
YAMAZAKI Asuka ( 11.J 崎 明 日 香 ） : Das 
Verschwinden der Diffcrenzicrung in dcr 
Todesgcmeinschall in Richard Wagners 
Tristan 1111d Isolde 
浅 井 麻 帆 ： f セ セ ッ シ ョ ン j か ら 「 分 離 派 J
へ 一 日 本の Wiener Secession 受容史に
おける訳語の変遷について
武 田 良材 ： ア ンネマリ ー ・ シュ ヴァルツェンパ
ノ、 における反 ナチス ー エ ー リ カ 、 ク ラ ウ
ス ・ 7ン、 そして 山 との 関係
永 畑
紗織
： 異 教 の 神 ベノレ ー ン と サfレ マ チ
ア ー ボプロアスキーの短縮『異教徒たち
の至福』について
管 利蕊 ： ドイツ における 「 ドイツ ー トノレコ 」 ニ
言語教育 一 複言語主義とドイツ語教育の
はざまで
BID （伊if�j 白 訳） ： 『図書書館が良い 2 1 の理由』
書評 ・ 文献紹介
第 23 号 （2009)
11＇ 利恵： 愛 による主体化 ー シラーの劇作品
をめぐる試総
土屋 京子： 言語起源論と E.T.A.ホフマンの!fVJ
物 ー 犬べJレガンサ 、 猿ミ ロ と猫ムノレの言
語をめぐって
1普 原 美 沙 ： 詩 人 と 「 子 ど も 」 の 関 係 に つ い
て ー アイヒエンドルフの小説『詩人とその
仲間』より
YAMAZAKI Asuka （ 山 崎 明 日 香 ） : Die 
Widerspicgclung des zeitgcnossischcn 
Englandbildcs <lurch Tristan in Richard 
Wagners 刀加·an 1111d Isolde 
加 賀 ラ ビ ： ホ ー フ マ ンスタ ールの『アルケス
ティス』について
武 回 良 材 ： オリエントでの 自 分探 し ー アン












アー ー ボブロフスキーの短縮『 窓辺の若
い�111士』について
- 108 ・
第 24 号 （20 1 0)
西 尾 字 広 ： 公 ／ 私 を め ぐ る 価 値 観 の 交
錯 ー クライストrミヒャエ／レ ・ コーノレハース』
土 屋 京 子 ： 博物学の拶想、と 胃 潰 － E.T.A. 
ホフマンの『ハイマトカーレJと『蚤の綴方』
藤原 美 i少 ： 二人 の 女性 と f 子 ど も 時代J の 関
係 ー アイヒエンドルフの短鋪『誘拐』より
熊 谷 哲哉 ： カール ・ デュ ・ プレルの心霊研究に
おける科学と発途
池 図 あいの ： 音楽的翻訳の可能性 ー プロー
ト、 ヤナーチェク 、 カフカ
字和川 雄 ： イメージ世界の観相学 ー 1 93 1 年
頃のベンヤミンのイメージ思考について
武 田 良 材 ： コ イ ンの 亡 命 小説 の風iJi1J に つ い
て 一 長縮小説『忽行三等率』をめぐる議
t命を中心lこ
第 25 号 （20 1 1 )
西尾 字広 ： 友人たちのデモクラシー ー クラ
イスト『ヘルマンの l践し 叫における友情の倫
理
田 辺 真 理 ： E.T.A. ホフ マン『ある劇場fil�怪の
奇妙な悩み』について
土産 京子 ： 「わたしJ について諮る猫 一 自 伝
文学と E.T.A. ホフマンの『寺上猫ムルの人生
f見』
麻生 陽子. r鏡倣J の待学 ー アネッテ ・ フオ
ン ・ ドロステ ＝ ヒ=iiレスホフの『ユダヤ人のブ
ナの木』
宇和川 雄 ： パラージュ、 コメレル、 ベンヤミンと
無子lt映画の時代 － rirvi物の身振 り J のな
かで
風間 祐 食 ： インゲボノレク ・ バ ッハマンの『出航』
にみる 「抵抗j の表現について
第 26 号 （20 1 2)
商尾 宇広 ： ロベーfレ ・ ギスカールあるいは不在
の君主 ー クライストの民衆観と遅延された
革命
土 産 京 子 ： 聞 に 生 き る 動 物 の 世 界 ｛本
験 － E.T.A. ホフマンの『鹿屋』 における
動物磁気と共通感覚・について
膝 原 美 沙 ： f す べ て の 戸 が と も に 春 を つ く
る」 ー アイヒエンドルフの『大理右像』にお
けるf子ども時代J の再現
麻 生 陽 子 ： も う ひ と つ の 燦 村 ユ ｝ ト ピ
ア ー ベー タ ー ・ ロ ー ゼ ッガー『最後 の 人
ヤーコプ』における 「アメリカj
加賀 ラヒ。 ： 20 世紀のオペラ ・ セリア ー ホーフ
マンスタールの『ナクソス あ の ア り ア ドネ』に
ついて
武 由 良材 ： 子どもの反抗 ー イルムガノレト ・ コ
インの小説『子どもたちが一緒 に遊んで は
ならなかった女の子』
寺i事 大奈． マックス ・ フ リ ッシュfビ’ーダーマンと
放火E立たち』 ー 「教muのない教m111銀IJ と経
済格差の問題
山崎 明 日 香 ： ハイナー ・ ミュラー『エレベーター
の 男 』 の 務 材 に つ い て ー フィ リ ッ プ · K ・
ディックの SF 小説からの影響を探る
第 27 号 （201 3 )
藤原 美沙 ： 想像力 ・ 統役 ・ 教育 ー アイヒェン
ドノレフ の『予感と現在』 における f子どもj lこ
関する諸問題
土屋 京 子 ： 国際学会報告 － Konzcpte des 
Subjckts und Konzcptc der Subjcktivililt: 
1 8001 1 900 29.-3 1 .  August 201 3  in Bielefeld 
第 28 号 （20 1 4)
林 英哉 ： ヘノレダリ ン に お け る 父 と 母のイメー
ジ ー 詩作と心理の f問一位という謎J
麻生 陽子 ： 女の芸術創造 ー ドロステ z ヒュノレ
スホ フ の未完の 悲劇『ベルタあ る い はアル
プス』 における 両性具有のモチーフについ
て
池 田 晋也 ： 文明 のなかの文学 ー ハインリ ヒ ・
ノ、ゥザーの小説『t毎を渡る雷���』について
- 1 09 -
E妊弘LTSUGA Yukiko : 
Shakespearekritik bei Lessing, Herder und Friedrich Schlegel 
一一 I n Zusammenhang mit Aristoteles · · · ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ · · · · · ・ H ・ . . . . . ・ H ・ － － … . . . ・ H ・ － － (I) 
EK! Toshiro : 
Gedanken iiber moderne Kunst und ihre O対ektivitilt bei Hむlderl in und Schi l ler 
- Aus Adornos Parataxis … . . . . ・ H ・ － － … H ・ H ・ . . . … ・ … … … … H ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ － － … － － 。I)
NAKAOKA Shoko : 
”Die“ Golem auf der Grenze 
- Gender Studie zu Achim von Arnims Isabella von Agypf，仰 … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ ・ 向
MORIGUCHI Daichi : 
Das Vampir-Thema in der ersten Hiilfte des 1 9. Jahrhunderts 
- Pol idoris Einfluss aufE. T. A. Hoffmann · · ・ H ・ H ・ － … … … . . . . . . . … H ・ H ・ － … H ・ H ・ － （＠）
KA�O Midori : 
Die Ahnl ichkeit der Auffassungen von Geisteskrankheit im Expressionismus und 
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